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巻頭言 学術の発展を考える
日本早期認知症学会

理事長 金森 雅夫

本学会の目的は、第１に「早期認知症の診断および予防、治療の研究と実践の向上」で
ある。掲載論文の題及び結論を示す。①近藤達郎著「成人ダウン症者へのミエリ活性サプ
メト」結論： ガードはスタンダード・サプリメントとなる可能性がある。②合田明生著
「地域在住高齢女性における注意機能と身体の関係」結論：注意機能と身体機能の関係性
が強いこと。③松野悟之著「要介護高齢者における家庭用ゲーム機を用いた脳トレーニン
グ」結論：家庭用ゲーム機を用いた脳トレが認知機能と関連する。④鈴木みずえ著「特別
養護老人ホームにおける認知症高齢者の に関する実態」。結論：認知症になる前の

の仕組みの構築の必要性。いずれも学術的に意義のある論文である。
第２の目的は、「一般社会への啓発に寄与することを目指す」。今回、生涯健康社会推進

機構が主催する生涯健脳相談士・生涯健脳指導士の脳検定に関する協定書が締結された。
新井平伊顧問、志村孚城名誉理事、大城一、奥山惠理子副理事長の努力によるものである。
お世話になった生涯健康推進機構の担当者の方々に改めて御礼を申し上げます。
このように会員の皆様のご尽力によって着実に本学会は進んでいると公言したいところ

だが、 年学術集会の日程がまだ決まらない。大変申し訳ない。学会開催の挙手をあげ
られた会員だけに責任を負わせるわけにはいかない。学術集会開催の自己負担など「あり
方」について今後真剣に考えていく必要がある。




